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◆どのようにして、サマーインスティチュートを知りましたか。 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

フィールドトリップの感想 

 

よかったという意見 【全員】 

 

 トップの公的な機関と企業を訪れることができてよかった。 

 外務省もソニーもとてもおもしろく、また日本がどんなところに重点をおいている

のかを知ることもできた。 

 

Summer Institute は今後の研究に役立ちそうですか 
 

  disagree       Agree 
in deepening your knowledge  

by lectures 1 2 3 4 5 
人数     1 5 7 

by presentations 1 2 3 4 5 
人数 1    2 6 4 

in developing your theory and methodology 

by lectures 1 2 3 4 5 
人数   

 
4  3 6 

by presentations 1 2 3 4 5 
人数 1  1 3 4 4 

in constructing your argument  

by lectures 1 2 3 4 5 
人数     2 7 4 

by presentations 1 2 3 4 5 
人数 1    3 6 3 

In making your research network? 

 
1 2 3 4 5 

 人数     2 3 8 

媒体 人数 

指導教官や、その他の先生から 4 

友人から 4 

ポスター 2 

GEM PhD school 2 

ウェブサイト 1 
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このプログラムの結果、アジア地域統合についての考えは変わりましたか？変わっ

たなら、その理由は何ですか？ 

 

変わったという意見  
 

 アジア地域統合の文脈で今日議論されている「ホットトピック」を概観することが

できた。欧州の地域統合と他の地域統合を比較することはとてもおもしろかった。 

 理論的にも心理的にも確実に変化した。 

 著名な先生たちによる講義を受けて、私たちが生きている現在の世界にあうように

アップデートされた地域主義に関する新しい考え方に触れることができたのは幸

運だった。また、比較地域研究の目的と方法論に関する新しいアイデアを得られた。 

 長い道のりであることは確かだが、もっと前進したいという意志があること、また

その大切さを再確認した。 

 アジアと欧州とを比較する視点をもつことができるようになった。 

 異なるバックグラウンドから来たが、地域統合についてより深い考えをもつように

なった。多様なバックグラウンドから来た全ての学生がこのプログラムで経験を積

むことができて、地域統合に貢献するようになると確信している。 

 アジア地域統合は非常に複雑である。その深まりや範囲やエリアの拡大など、研究

者として、まだ探究していないことがあることに気づいていなかった。 

 

変わらなかったが、より深められたという意見 

 

 あまり変わらなかったが、ヨーロッパにおける統合の深化についての認識を深めら

れた。 

 このサマーインスティチュートを通じて変化したかどうかはわからないが、自分の

見識を深められたのは確かである。また、同じような関心をもっている研究者と話

すことはとても意味があった。 

 あまり変わらなかったが、新しい情報がえられた。 

 かわらなかったが、たくさんのことを学んだ。 

 

内容、時期、ロジスティックへの意見 

 

よかった 

 全体をとおして 

 とてもよく組織されていた。（4 人） 
 全体的によかった。(2 人) 
 スタッフがすばらしかった。 
 すばらしい経験で、開眼させられた。 
 学生のためにこのプログラムが続くことを願います。 
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 時期 

 よかった。(3 人) 
 内容 

 参加者も講師のトピックも多様性があってよかった。 
 講義について 

 全ての講義がよかった。 

 多様性に富んでいた。 
 時間について 

 時間が守られていてよかった。 

 ロジスティクス 

 すばらしかった。不便なことは一切なかった。 

 フライトの予約もよくアレンジされていて、柔軟に対応していただいた。 

 ウェブサイト 

 アブストラクトがあらかじめ載っていたのがよかった。 

 


